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Javaによるサーバ側メール自動処理フレームワークMailetの実現
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概要

OSに依存しないJava言語を用いて開発したマルチサーバ(HTTP, FTP, Mail, Proxyサーバ)シ

ステムMiniServerProの実現について述べる　HTTPサーバにサーバ側でプログラム処理を行

うServletがある様に、 Mailサーバにサーバ側でメールデータのプログラム自動処理を実現す

るフレームワークMailetを提案し、それを実現した。 MIMEによるコード変換等により、メー

ルデータは複雑であるが、 Mailetに引数として渡されるMessageオブジェクトがこのコード変

換処理を隠蔽して、 Mailetの開発が行えるようにした。

An Implementation of Server Side Mail Process Framework 'Mailet'

byJava

Tatsuo OGASAWAEA

MediaKobo Corp.

Abstract

This paper shows an implementation ofmulti server (HTTP, FTP, Mail, Proxy server) system

'MiniServerPro' using Java language. As Servlet process a HTTP data at server side, we

propose 'Mailet' framework so process a Mail data at server side. A mail data is complicated

by handling MIME data. Message object that transferred to Mailet hides the MIME data

handling.

1はじめに

メディア工房http://www.mediakobo.co.jp/

は、 HTTP, FTP, Mail, Proxyサーバ機能を持

つマルチサーバプログラムMiniServerProを

開発している(図1参照)0.MiniServerProは、

単体でイントラネットの構築が可能であり、イ

ンターネットの接続も考慮しているため、ユー

ザはインターネットとイントラネットのシー

ムレスな環境が利用可能となる。

MiniServerProはJava言語によって開発さ

れているJava"言語は、仮想計算機で動作す

るため、統一的な利用環境を維持したまま、プ

ログラムの変更をせずに複数のOS上で動作

可能であり、また、 Javaには外部プログラム

を取り込む機能があるため、ユーザの開発した

プログラムをサーバ内で実行することができ

るという特徴を持っている。

WWWYWorld Wide Web)として利用されて

いるHTTPサーバでは、 CGIやServlet2)によ



って、サーバ側でプログラム処理を行うことが

でき広く利用されているが、 HTTP　と同様に

インターネット上で多く利用されている電子

メールには、この様な統一的なフレームワーク

を持った仕組みは見られない。また、ホームペ

ージとメールを統合的に扱うシステムも、ブラ

ウザ上でメールクライアントソフトウェアを

動かす等の一部の例を除けば、あまり見られて

いないo　更に、 HTMLデータは、サーバ側で

データの形式を規定できるのに比べ、メールデ

ータは、サーバの関知しない他のクライアント

ソフトウェアで作成されたMIMEデータを解

析しなければならず、メールデータの処理は複

雑にならざるを得ないのが現状である。

2 Javaによるマルチサーバシステム

`MiniServerPro'の実現

(1) Java言語を用いてのマルチサーバ開発

Java言語はWindowsやMac, Linuxなど

様々なOS上で利用可能であり、バイナリレベ

ルでプログラムの互換性がある。よって、Java

言語を用いて開発されたプログラムは、統一的

な利用環境を維持し、サーバ設定などの資産を

継承したままで、 OSや--ドウェアの変更に

対応することが可能である。また、開発したサ

ーバMiniServerProは、ユーザ登録などの全

ての設定をGUI上で行うことができ、簡単に

サーバの構築や設定が可能となっている。

MiniServerProは、インターネットで広く

利用されているホームページや電子メール等

のサーバ機能を1つのアプリケーションプロ

グラムとして実現したため、単体でイントラネ

ットが構築できる。また、プロキシサーバ機能

や外部メールサーバアクセス機能も実現した

ため、インターネットとイントラネットが融合

したシステム利用も可能である(図2参照)0

(2)サーバの主な機能

以下に実現したシステムの主な機能を示す。

(a) HTTPサーバ(ホームページ用サーバ)

HTTPメソッド(Get, Post, Put寄)の制御

CGIの実行

JavaプログラムServletの実行

SSI(Server Side Include)処理

・エイリアス(別名)参照

・エイリアスによる負荷分散

BASIC認証

(b) Mailサーバ(電子メール用サーバ)

SMTfl POP3サーバ

・外部メールサーバ-のタイマアクセス

・外部POPサーバからメールの取得

JavaプログラムMailetの実行

・メール配布ルールの設定



(c) FTPサーバ(データ更新用サーバ)

・ユーザ毎のエントリディレクトリ設定

・ユーザ毎の書き込み許可設定

(d) Proxyサーバ(インターネット接続用)

HTTP(FTP), HTTPS(SSL), SMTP, POP,

NNTP, Telnetプロキシ

・ホスト名によるHTrPプロキシ許可設定

また、 IPアドレスによるアクセス制限を組

み込み、イントラネットのアクセスを許可し、

インターネットからのアクセスを拒絶するフ

ァイヤウォール的な利用設定が可能である。

(3)サーバ制御API

サーバの設定を制御するAPI(Application

program interface)を設けたため、 Servletや

Mailetからサーバの設定を変更することがで

きる。例えば、 FTPやPOPのユーザパスワー

ドの変更がHTTPアクセスやメールから実行

できる。

(4) Windows用ダイアルアップ接続

サーバが稼動しているOSがWindowsの場

合に、ダイアルアップ接続機能をServletとし

て実現したため、 HTTPアクセスによる設定

やタイマによってダイアルアップ接続ができ

る。リモート利用でプロキシサーバを用いての

インターネットアクセスや時間指定でのメー

ルの自動配信が、ダイアルアップユーザにも利

用可能となった。

(5)負荷分散

Servlet等でデータベースの処理などを行う

とサーバの負荷が増加する懸念がある。開発し

たサーバで.は、 HTTPアクセスにエイリアス

(別名)機能を設け、サーバ-アクセスする利

用者に意識させることなく処理を他のサーバ

-振り分ける機能を設けた。これは、 HTTP

要求を受けたサーバが、関係づけられた他のサ

ーバ- HTTP要求をし直し、その結果を要求

したクライアント-返すトンネル処理を行う

ことで実現した(図3参照)0

メール処理については、メールを他のサーバ

に振り分ける機能があるので負荷のかかる

Mailet処理を他のサーバ-振り分けることも

可能である。

3　サ-バ側メール処理フレームワーク

'Mailet'の実現

(1)サーバ側処理の現状

HTTPアクセスについては、 CGKCommon

Gateway Interface)やServlet(サーバ側Java

プログラムの実行)等でサーバ側の自動処理フ

レームワークができており電子商取引などの

場面で実際に利用されてきている。しかしなが

ら、メールについては、この様なフレームワー

クは見られずメールのサーバ側での自動処理

はメーリングリストぐらいしか例が見られな

いのが現状である。

(2) Mailetについて

Mailetは弊社で開発したサーバ側でメール

の自動処理を行うフレームワークである(図4

参照)。これは、 ServletがmPアクセスの

あった時に、フレームデータ等を引数として対

応するJavaプログラムを実行する様に、サー



バがメールを受信した時に、受信したメールデ

ータを引数として、サーバ側で実行する仕組み

である　Mailetを利用することで、サーバで

受信したメールを解析し、その内容に従って処

理を実行したり、新たにメールを作成し送信す

ることが可能となる。

(3) Mailetの処理

MiniServerProでは、サーバがメールメッ

セージを受信するのは、次の2つの場合である。

MiniServerProのSMTPサーバにクライア

ントからメールが送信された時

MiniServerProが外部のPOP3サーバにア

クセスしてメールを受信した時

MiniServerProは、この様にして受け取っ

たメールをメール配布ルール(Deliver Rule)に

従い配布するOメール配布ルールは、メールが

送付された宛先をキーとして、 MiniServerPro

で管理しているPOPユーザや他のメールサー

バ-配布する設定が記述してある。そのメール

配布ルールに'Mailet'クラスファイル名が定

義されていると、受信したメールの内容を引数

としてそのMailet (Java)プログラムを呼び出

し、メールの自動処理が実行される(図5参照)0

Java言語では、クラスローダ機能によりシス

テム外部のクラスファイルを読み込み、実行す

ることができる。この機能により、新たにユー

ザによって開発されたMalletプログラムを取

り込みMiniServefProで実行することが可能

になる。

(4) Mailetの開発

Mailetプログラムの開発はServletプログ

ラムの開発と同じ様にして行う　Servletプロ

グラムは、例えばGETメソッドの場合には

HttpServletクラスのdoGetメソッドをオー

バライドして開発する　Mailetプログラムも

同様に、 doMailメソッドをオーバライドして

開発する。以下に、 Mailetプログラム例を示

す。



import jp.co.mediakobo.servlet.*;

import jp.co.mediakobo.servlet.http.*;

import jp.co.mediakobo.mailet.*;

public class mailet extends HttpServlet {

public void doMail(Message message)

throws MailetException {
メール処理プログラムを記述

メールの内容は、doMailメソッドの引数で

るMessageオブジェクトから取得するOメー

ルデータはMIMEによる日本語の扱いやマ

ルチパートデータ等、そのデータは複雑で扱

い難くなっているが、Messageクラスがこれ

ら複雑なデータ処理を隠蔽し、Javaで扱いが

容易な文字コードに変換してMailetとデー

タのやり取りを行う。例えば、メールの件名

を取得するには、以下の様にプログラミング

する。

Stringsubject=message.getSubjectO;

この処理で、メール-ツダ中の'Subject'項

に記述されていた以下の文字列

=?i?is0-2022-jp?B?GyRCN29MPhsoQg==?=

がコード変換されて、Javaで取り扱いが容易

なUnicodeの文字列"件名''として取得される。

また、新たにメールを作成し、そのメールに

件名を設定する場合は、以下の様にプログラ

ムを記述する。

Messagemes=message.newMessageQ;

mes.setSubject("件名");

これで、MIMEエンコードされた文字列がメ

ール-ツダに設定される。

また、MailetはServletと同じクラスで記

述できるため、メールとホームページを統合

的に扱う様なシステムを構築することが可能

となった。

4　おわりに

Java言語を用いて、 0 Sに依存しないマル

チサーバシステムMiniServerProを開発し

ており、サーバ側でメールの自動処理を行う

フレームワークMailetを提案し、これを実現

した　Mailetの実現には、外部プログラムが

ロード可能なJava言語の特性を利用して、

ユーザの開発したプログラムを取り込むこと

ができるようにした。更に、メールの複雑な

MIMEデータ処理を隠蔽し、ユーザは本質的

な処理のみを記述して、 Mailetの開発ができ

るようにした。

HTTPアクセスはユーザからの要求を待つ

という受動的な働きをするが、それに対して、

メールの送信は能動的な働きをする。我々は

Mailetで扱う範噂を電子メールに限って捕

らえておらず、あらゆる能動的なメッセージ、

例えば、 FAX、音声メッセージ、ポケベル等

を扱うことを考えている(図6参照)。この様

に能動的に働くメッセージはSPAM問題を

起こしたりもするが、有効に活用することも

可能であると考えているD

Mailetによって実現可能な応用例を以下

に示します。

・時々刻々変化するメールでのアンケート集

計結果を即座にHTTPサーバで表示

・サーバに結合された機器のメールでの制御



・メール用のクライアントソフトウェアを用

いないServletのみによるメール送信

・高い緊急度のメールの件名のみを携帯電話

に送付する等、メールの高度な分配処理

・メールによるデータベースの登録_・更新・

検索処理

MiniServerProは、弊社ホームページ3)から

ダウンロード可能である。
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